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印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合
規
約 

（
昭
和
三
十
九
年
四
月
十
三
日
千
葉
県
指
令
第
千
三
百
八
十
四
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
四
十
二
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
四
十
四
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
四
十
六
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
四
十
九
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
五
十
一
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
五
十
二
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

昭
和
五
十
六
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

平
成
八 

 

年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
正 

平
成
十
三 

年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
改
正 

平
成
十
九 

年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
改
正 

平
成
二
十
二
年
（
規
約
第
一
号
） 

 
 

 

第
一
章 

総 

則 

 

（
組
合
の
名
称
） 

第
一
条 

本
組
合
は
、
印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合
と
い
う
。 

 

（
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
） 

第
二
条 

本
組
合
は
成
田
市
、
佐
倉
市
、
栄
町
、
白
井
市
、
酒
々
井
町
、
八
千
代
市
、
四
街
道
市
、
印
西
市
の
六
市
二
町
（
以
下

「
関
係
市
町
」
と
い
う
。
）
を
も
つ
て
組
織
す
る
。 

 

（
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
） 

第
三
条 

本
組
合
は
、
利
根
川
右
岸
の
水
防
に
関
す
る
一
切
の
事
務
及
び
水
害
防
御
の
作
業
を
共
同
処
理
す
る
。 

２ 

本
組
合
の
水
防
を
行
う
区
域
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
組
合
の
事
務
所
の
位
置
） 
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第
四
条 

本
組
合
の
事
務
所
は
、
印
旛
郡
栄
町
生
板
鍋
子
新
田
乙
二
〇
番
地
の
七
一
、
栄
町
消
防
本
部
内
に
置
く
。 

第
二
章 

組
合
の
議
会
の
組
織
及
び
議
員
の
選
挙
の
方
法 

 

（
議
員
の
定
数
） 

第
五
条 
本
組
合
の
議
会
の
議
員
の
定
数
は
、
十
六
人
と
す
る
。 

 

（
議
員
の
選
挙
の
方
法
） 

第
六
条 

本
組
合
の
議
会
の
議
員
は
、
関
係
市
町
の
議
会
に
お
い
て
当
該
市
町
の
議
会
の
議
員
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
水
防

に
関
し
学
識
経
験
が
あ
り
、
か
つ
、
熱
意
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
中
か
ら
別
表
第
二
に
掲
げ
る
数
の
組
合
の
議
会
の
議

員
を
選
挙
す
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
市
町
の
長
の
推
薦
し
た
者
の
中
か
ら
選
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
市
町
の

長
が
推
薦
し
た
者
の
中
か
ら
選
挙
さ
れ
る
議
員
の
数
は
、
当
該
市
町
の
議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
る
議
員
の
数
の
二
分
の
一
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

組
合
の
議
会
の
議
員
は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
議
会
の
議
員
の
重
任
を
妨
げ
な
い
。 

 

（
組
合
の
議
会
の
議
員
の
任
期
） 

第
七
条 

組
合
の
議
会
の
議
員
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。 

２ 

組
合
の
議
会
の
議
員
の
任
期
の
起
算
は
、
当
選
人
の
告
示
の
日
か
ら
と
す
る
。 

３ 

議
員
中
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
は
、
欠
員
と
な
つ
た
議
員
を
選
出
し
た
関
係
市
町
に
お
い
て
、
補
欠
選
挙
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

４ 

補
欠
議
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

（
選
挙
の
結
果
の
告
示
等
） 

第
八
条 

組
合
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
を
終
了
し
た
と
き
は
、
関
係
市
町
の
長
は
直
ち
に
そ
の
結
果
を
管
理
者
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

管
理
者
は
前
項
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
当
選
者
に
当
選
の
旨
を
告
知
す
る
と
と
も
に
、
当
選
者
の
住
所
氏
名
を
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告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
章 

組
合
の
執
行
機
関
の
組
織
及
び
選
任
の
方
法 

（
組
合
の
執
行
機
関
の
組
織
及
び
選
任
の
方
法
） 

第
九
条 
本
組
合
に
管
理
者
、
副
管
理
者
及
び
会
計
管
理
者
各
一
人
を
置
く
。 

２ 

管
理
者
は
、
関
係
市
町
長
の
内
か
ら
こ
れ
を
互
選
す
る
。 

３ 

副
管
理
者
は
、
本
組
合
の
議
会
の
同
意
を
得
て
管
理
者
が
任
免
す
る
。 

４ 

会
計
管
理
者
は
、
管
理
者
の
属
す
る
関
係
市
町
の
会
計
管
理
者
を
も
つ
て
充
て
る
。 

５ 

第
一
項
に
定
め
る
者
を
除
く
ほ
か
、
本
組
合
に
職
員
二
人
を
置
き
、
管
理
者
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。 

 

（
監
査
委
員
） 

第
十
条 

本
組
合
に
監
査
委
員
二
人
を
置
く
。 

２ 

監
査
委
員
は
、
管
理
者
が
組
合
の
議
会
の
同
意
を
得
て
、
組
合
の
議
員
及
び
人
格
が
高
潔
で
、
地
方
公
共
団
体
の
財
務
管
理
、

事
業
の
経
営
管
理
そ
の
他
行
政
運
営
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
（
以
下
「
識
見
を
有
す
る
者
」
と
い
う
。 

）
の
中
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
一
人
づ
つ
選
任
す
る
。 

３ 

監
査
委
員
の
任
期
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
議
員
の
任
期
に
よ
る
も
の
と
し
、
識
見
を
有
す
る
者
の

中
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
四
年
と
す
る
。 

第
四
章 

組
合
経
費
の
支
弁
の
方
法 

 

（
組
合
経
費
の
支
弁
の
方
法
） 

第
十
一
条 

本
組
合
に
要
す
る
経
費
は
、
関
係
市
町
の
分
賦
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
つ
て
こ
れ
に
充
て
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
関
係
市
町
の
分
賦
金
は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
受
益
区
域
割
、
人
口
割
及
び
平
等
割
と
し
て
、
組
合
の
議

会
の
議
決
を
経
て
管
理
者
が
定
め
る
。 

３ 

関
係
市
町
に
分
賦
さ
れ
た
経
費
の
納
期
は
、
毎
年
五
月
末
日
ま
で
と
す
る
。 

 
 

 
 



 - 4 - 

  

附 

則 

こ
の
規
約
は
、
許
可
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 
則 

こ
の
規
約
は
許
可
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
白
井
村
を
白
井
町
と
す
る
規
定
は
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
適
用

し
、
八
千
代
町
を
八
千
代
市
と
す
る
規
定
並
び
に
二
市
八
ケ
町
村
を
三
市
七
ケ
町
村
と
す
る
規
定
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
約
は
許
可
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
約
は
、
千
葉
県
知
事
許
可
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 

こ
の
規
約
は
、
千
葉
県
知
事
許
可
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

こ
の
規
約
は
、
千
葉
県
知
事
許
可
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

こ
の
規
約
は
、
千
葉
県
知
事
許
可
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 

こ
の
規
約
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
規
約
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
約
の
施
行
の
際
、
現
に
在
職
す
る
監
査
委
員
は
そ
の
任
期
満
了
ま
で
の
間
、
改
正
後
の
印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合

規
約
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
監
査
委
員
と
み
な
す
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
約
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
約
は
、
千
葉
県
知
事
の
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

平
成
二
十
二
年
度
の
分
賦
金
に
関
す
る
改
正
後
の
別
表
第
三
印
西
市
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
常
住
人

口
」
と
あ
る
の
は
、
「
印
西
市
、
印
旛
村
及
び
本
埜
村
の
常
住
人
口
」
と
す
る
。 
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別
表
第
一 

      

  

別
表
第
二 

          

 

利
根
川
右
岸 

河
川
名 

千
葉
県
印
西
市
木
下
地
先
（
旧
手
賀
沼
圦
樋
）
か
ら 

千
葉
県
印
旛
郡
栄
町
矢
口
地
先
（
横
提
）
ま
で 

堤
防
延
長
Ｋ
数 

 

一
〇
Ｋ
九
四
一
ｍ
四
五
㎝ 

水 
 

 

防 
 

 

区 
 

 

域 

 

印

西

市 

四

街

道

市 

八

千

代

市 

酒

々

井

町 

白

井

市 

栄

町 

佐

倉

市 

成

田

市 

市

町

名 

 

一 一 一 一 一 一 一 一 
 

 

人 

平 
 

 

等 
 

 
割 

 二  一   二 二 一 
 

 

人 

受 
 

 

益 
 

 

割 

三 一 二 一 一 三 三 二 
 

 

人 

選 

出 

議 

員 

数 
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別
表
第
三 

酒

々

井

町 

白

井

市 

栄

町 

佐

倉

市 

成

田

市 

市

町

名 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
七
六
．
九
七
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
住
家
一
八
〇
棟
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一
ヘ
ク 

タ
ー
ル
当
た
り
及
び
住
家
一
棟
当
た
り
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 

割 
 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
七
．
三
一
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の 

単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 

割 
 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

受
益
区
域
割 
 

耕
地
九
六
三
．
九
六
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
住
家
一
．
〇
四
六
棟
に
付
、
耕
地
Ｏ
．

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
及
び
住
家
一
棟
当
た
り
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 

割 
 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
六
二
一
．
八
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
住
家
二
八
九
棟
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
及
び
住
家
一
棟
当
た
り
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 
割 

 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 
割 

 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
三
八
二
．
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
住
家
九
二
棟
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一
ヘ
ク
タ
ー 

ル
当
た
り
及
び
住
家
一
棟
当
た
り
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 

割 
 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

分 
 

 

賦 
 

 

金 
 

 

の 
 

 

割 
 

 

合 
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印

西

市 

四

街

道

市 

八

千

代

市 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
一
四
九
二
．
〇
二
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
住
家
八
三
四
棟
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
及
び
住
家
一
棟
当
た
り
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 

割 
 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
六
六
．
八
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
単

価
を
乗
じ
て
得
た
額 

人 
口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 
割 

 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 

受
益
区
域
割 

 

耕
地
二
八
八
．
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
付
、
耕
地
Ｏ
．
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
単
価

を
乗
じ
て
得
た
額 

人 

口 

割 
 

前
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
常
住
人
口
に
単
価
を
乗
じ
て
得
た
額 

平 

等 

割 
 

平
等
割
総
額
の
八
分
の
一 


